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21 世紀の最大の問題は貧困であることが日に日に
明らかになってきた。なぜなら貧困は発展途上国だけ
ではなく，所得水準の高い先進国においても深刻化
してきたからだ。久米氏は時間を見つけては世界各
地を旅している。その訳がこの本を読んでわかってき
た。マイクロ・ファイナンスやソーシャル・ビジネスのこ
とは私もジャック・アタリの本『博愛～新たなユートピ
ア』を訳したときから承知していた。またノーベル賞
受賞者バングラデッシュのムハメド・ユヌスが作り上げ
た銀行や国連や企業も関心を示すBOPビジネスのこ
とは，大学の授業でも必ず取り上げてきた。それでも
概念や理屈で講義する私の説明に何人の学生が興
味を示してくれるかは自信がなかった。私の日本人の
大手銀行の友人がなぜマニラを老後の住み家に選ん
だかもわからずじまいだった。わたし自身がかつて社
会主義軍事政権のなかで耐乏生活を強いられていた

貧困のアルジェーの駐在生活の経験をしているにも拘
わらずである。
しかしこの本を読むと貧困が絶望との同義語でなく，
実は希望と隣り合わせであることが理解される。なん
という素晴らしい本であろうか。訳語が英国人の感情
と気持ちをフレンドリーに語りかけてきて引き込まれて行
く。それにしても世界の貧困の問題（途上国の絶対
的貧困の問題だけでなく，先進国の普通の平均の生
活ができない相対的貧困や社会的排除者の問題も含
め）は，世界銀行や各国からのODA援助，あるいは
先進国社会が誇る高度な社会保障福祉制度によって
も解決されるどころかますます深刻化しているのである。
駐在経験のある日本人の間ではフィリピン人の温か

さは定評がある。フィリピンの日本人駐在員は現地で
メイドを2人位雇って生活するが，メイド達は概ね子ど
もの扱いが大変上手で，子どもたちを大事にして，嬉
しそうに面倒を見る。この本を読んでいるとそうした大
家族の温かさを感じる光景が想像される。この本で
描かれた助け合いの心はフィリピンに特に特徴的なこ
とかも知れない。同時に，この本にはフィリピンで行わ
れるソーシャル・ビジネスの実例が豊富に取り上げられ
ている。これはフィリピンだけではなく，もっと広く通用
するものと思われる。実際，世界各地から参加してい
るボランティアが，大きな衝撃受けている様子が描か
れている。その中には日本人学生も含まれている。日
本の若者は内向きと言われるが，この本に登場する2
名は積極的だ。また，日本でもフィリピンでインターン等
の経験を経た学生は概ねフィリピンに好印象を抱き，大
きなインパクトを感じて日本に戻ってくる。こうした取り
組みが日本の若者にももっと開放される必要がある。
トーマ・ピケティが懸念している世界的貧困は国家
でもない市場でもない中間団体の市民組織によってし
か解決していかないのであろうか。原著者はこの本
の執筆後はマニラで旅行代理店の仕事を立ち上げ
た。先進国の学生や若者､ 企業人に貧困の実情を
自分の目で見，そこで働く貧しい人達とコミュニケート
する機会を与え，さらには社会の改良や環境の改善
活動に結びつけるソーシャル観光の事業を展開してい
る。こうした教育観光の実例は大きな希望の証であ
る。 （せとう・すみひこ）


